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目的： 

妊娠中の喫煙は低体重など児の成長や発達に負の影響を及ぼすことが知られ、喫煙女性の多くは妊婦に気がつくと

禁煙する。しかしながら、喫煙のタイミングと児への影響の違いについては明らかでない。そこで、妊娠中の禁煙時期

の違いが出生児の体格に及ぼす影響を調べた。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した 106,602 名のうち、データの揃っている 73,025組の母子を対象とした。妊娠中の喫煙状況

は、喫煙経験なし、過去に喫煙経験あり、妊娠初期に禁煙、妊娠中期に禁煙、妊娠末期に禁煙、継続喫煙の 6 群に

分類した。アウトカムは出生時体重、身長、頭囲とした。 

 

結果： 

妊娠中に喫煙を継続した妊婦の割合は 3.1％であった。喫煙経験のない妊娠女性から出生した児と比較すると、妊娠

中に喫煙を継続した妊娠女性から出生した児は出生時体重、身長、頭囲いずれも低下することが示された。また、妊

娠中の喫煙期間が長いほど出生児の体格への影響が大きいことが明らかになった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠中の喫煙は、出生児の出生時体重、身長、頭囲の減少と関連していることを確認した。さらに、禁煙は早ければ

早いほど胎児の成長への影響が軽減されることが示された。本研究の限界として、妊娠中の喫煙状況は自記式質問

票に基づいた分類であり、喫煙影響の過小評価の余地も考慮されるが、喫煙分類は尿中コチニン濃度と矛盾はなく、

信頼できる結果と考えられた。 

 

結論： 

妊娠中の喫煙の有害性が改めて確認され、さらに禁煙は早ければ早いほど児への影響も軽減されることを示した。

母親が喫煙習慣を有している場合に、公衆衛生上の早期介入の重要性を示す知見であると考えられる。 

 


